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令和３年度新見市地方独立行政法人評価委員会（第３回）議事要旨 

 

日 時 令和３年７月２８日（水）９：３０～１４：００ 

場 所 新見市役所本庁舎３階 第４委員会室 

出席者 

 評価委員会 岡﨑委員長、田中委員、中西委員 

 事 務 局 古家参与、羽場主任 

 

■要旨  

  前回までの評価委員会で各委員から聴取した意見を取りまとめた公立大学法人新見公立大学令和２

年度業務の実績に関する評価結果（案）について内容の確認を行った。 

  今回の評価委員会で取りまとめが完了したため、評価結果を市長に報告することとなった。 

 

■詳細 

［項目別評価］ 

Ⅰ 教育研究等の質の向上に関する目標を達成するために取るべき措置 

１ 教育 

１）教育の内容 

  ２ページ目 「約９割の学生が～行いが～」を「約９割の学生が～取組が～」に修正。 

        「各学科が～学習に対する～」を「各学科が～学修に対する～」に修正。 

  ３ページ目 ｄ）地域福祉学科の箇所に「地域をフィールドとした事業に積極的に取り組み成果を

あげている。今後も引き続き地域の中で活躍する学生の姿が見えるよう努めて欲し

い。」を追記。 

  ４ページ目 チューターに関する評価を「１人のチューターの担当が５名程度と少なく、学生に対

し細やかな支援ができている点が評価できる。」に修正。 

        また、上記評価を３ページ目の“③きめ細やかな学修指導”の箇所に移動。 

 

２）教育の実施体制 

  ８ページ目 ③遠隔授業の充実の評価を「コロナ禍に対し、迅速に教育環境を整え、対面授業と遠

隔授業の両方を可能にした。評価できる取組である。」に修正。 

  ９ページ目 ①地域との一体性確保 a)健康保育学科の評価を『「新見市保育・教育カリキュラム」

は、新見市に大学があるということを活かし作成できた。大変有意義な取組である。

今後はこれを活用し、新見市の保育の質の向上が図られることを望む。』に修正。 

        ②実習施設との連携整備 a)健康保育学科の評価を「教育支援センターを中心として、

保育現場と大学の連携が推進できている。さらに実践的、効果的な連携が進むことを

望む。」に修正。 

 

２ 研究 
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１）研究の内容 

  １１ページ目 「学際的な～」の前に「今後も学際的な～」と追記。 

 

２）研究の実施体制 

  １２ページ目 「学際的な研究が進むよう、研究者の確保を引き続き務めて欲しい」を追記。 

  １３ページ目 『「教員活動の省察」に今後期待する』を追記。 

 

３ 学生の確保及び支援 

１）学生の確保 

  １４ページ目 最初の評価を「入試状況の分析結果から各学科の選抜方法の検討・改新

を行った。それにより、受験倍率や学生確保の状況に大きな成果として

表れている。今後もこの水準が維持されることを望む。」とする。 

         ②キャンパス情報等の発信の評価を「充実したＨＰの内容が学生確保に

貢献しており評価できる。」とする。 

  １５ページ目 ①高大連携の推進の評価を「地域福祉学科において地元の高校に開かれ

た大学として連携事業が実施されており評価できる。今後はこの取組が

他学科でも行われることを望む。」に修正。 

 

２）学生生活に対する支援 

  １６ページ目 最初の評価の冒頭に『「学修成果及び満足度」アンケートの結果による

と、』を追記。 

  １７ページ目 「～購入されており評価できる。」を「～購入できるシステムをつくる

取組ができている。」に修正。 

  １８ページ目 「～感染症対策を講じ成果が出ており評価できる。～」を「～感染症対

策を講じ、感染者がゼロに抑えられており成果が出ていると思われる。

この点が評価できる。～」に修正。 

  ２０ページ目 評価「キャリア支援について、～」の記載箇所を b)就職試験対策から②

キャリア支援センター体制の構築へ移動。 

 

Ⅱ 社会貢献に関する目標を達成するためにとるべき措置 

  ２１ページ目 評価「学生が地域へ～」の記載箇所を２）学生ボランティアの「活動の

場」へ移動。 

  ２１ページ目 評価「コロナ終息後～」の記載位置を２２ページ目①地域の伝統的行事

への参画支援体制の継続へ移動。 

  ２２ページ目 就学前施設との連携の評価を「保育士へのリカレント教育ができる場は

貴重である。」『「新見市保育・教育カリキュラム」の策定に尽力され

たことが評価できる。これにより、新見市内の保育の質の向上が図られ

ることに期待する。」とする。 

  ２２ページ目 「～研修や相談が行えたことは～」を「～研修や相談を実施したことは
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～」に修正。 

 

Ⅳ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

  ２５ページ目 評価を「事務の効率化や組織の充実を図るために、専門知識や経験が必

要な職種についてはプロパー職員を増やすべき。」とする。 

  ２６ページ目 「～強化されて改善されており評価できる。今後、～」を「～強化され

改善されており評価できる。これにより、～」に修正。 

  ２６ページ目 ３）職員に関する規程の整備の評価を「四年制大学の運営に必要な職員

数を確保するために規程等の見直しを行い、人事の適正化を早急に図る

ことを期待する。」とする。 

 

Ⅴ 財務内容の改善に関する目標を達成するために取るべき措置 

  ２７ページ目 「～時系列で表し、実績に加味される～」を『～時系列で表し、「年度

計画に係る実績」に表記される～」に修正。 

 

Ⅵ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき

措置 

  ２９ページ目 「色々な情報が～」を「様々な情報が～」に修正し、記載箇所を３）大

学ホームページの箇所に移動。 

 

Ⅶ その他業務運営に関する重要事項を達成するためにとるべき措置 

  ３０ページ目 「～コロナ禍においても学習環境を～」を「～コロナ禍においても教育

環境を～」に修正。 

  ３１ページ目 「～予防・対策が上手く図られており～」を「予防・対策が適切に実施

されており～」に修正。 

 

［全体評価］ 

１．事業の実施状況について 

  評価の記載順を変更 

  「将来のキャリアに繋がる高い意図がある。」を「将来のキャリアに繋がる高い意識を

育成し、学生の資格取得率が非常に高い。」に修正。 

 

３．法人のマネジメントについて 

  「教員及び職員の確保ができている。」を「教員及び職員の充実に向けた努力が認めら

れる。」に修正。 

 

５．組織、業務運営等に係る改善事項等について 

  「専門的職員のプロパー化をさらに進められたい。」を「四年制の完成年度に向けて事

務の効率化や組織の充実を図るために、専門的知識や経験が必要な職種についてはプ
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ロパー職員を増やすべき。」に修正。 

 

［評価結果］ 

  （１）総合的な評定の文章を一部修正。 

  （２）中期計画の項目ごとの評定 

   Ⅰ 教育研究等の質の向上に関する目標  

    ②特筆すべき項目 

    【教育】の箇所に「約９割の学生が地域防災士の資格を取得しており、大学の取組

が成果に結びついている。」を追加。 

    【学生確保及び支援】の箇所に「学生の生活面への支援ができている。」「地元高

校との事業連携を行っている。」を追加。 

   Ⅲ 地域に開かれた大学づくりに関する目標  

    ②特筆すべき事項 

    「学生の地域への参画機会が生まれている。」を追加。 

   Ⅵ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標 

    イ 理由 

     「大学の様々な情報が～」を「見る人が必要な情報が～」に修正。 

   Ⅶ その他業務運営に関する重要事項 

    ②特筆すべき事項 

    「～学生に対しポケットＷｉ－Ｆｉルータの貸し出しを行った。」を「～既存のシ

ステムを活用し、早急に対応ができた。」に修正 

    「～建設を終えることができた。」を「～建設を終え、令和２年１０月から共用開

始することができた。」に修正。 

 

■次回開催日について 

 令和３年７月２９日（目）１５時００分から、市役所本庁舎市長室で市長に対して評価結

果を報告することとした。 


